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大分市における心疾患死亡の実態と

最近5年間の虚血性心疾患死亡の動向

斉藤 功 小澤 秀樹 青野 裕士

池辺 淑子 山下 剛

目的　心疾患の死亡統計の妥当性を検討するとともに，最近5年間の虚血性心疾患死亡の動向を把握する。

方法　対象は人口41.9万人の大分市において，1992年1月から1993年12月までの2年間における25～74歳

（対象人口25.3万人，1993年）の全死亡1,996例の中から，死亡診断における原死因が心疾患，および虚

血性心疾患が含まれる可能性のある死因の男女382例とした。各死亡例について，医師の面接聞き取り，

医療記録および警察記録の悉皆的な調査をもとに原死因の再分類を行った。虚血性心疾患に関しては

MONICA研究の診断基準に準じた。

成績　死亡診断における原死因別では，心疾患死亡が321例（急性心筋梗塞80例（24.9％），他の虚血性心疾

患22例（6.9％），心不全180例（56.1％），他の心疾患39例（12.1％），心疾患以外の死亡が61例であっ

た。得られた医療情報をもとに，MONICA研究の診断基準に準じ，急性心筋梗塞・確実40例，可能性

60例が再分類された。また，発病後24時間以内の死亡で，胸痛や死因に関連する症状が明らかでなく，

死亡の原因となる疾患が特にみあたらない急性死が86例に認められた。同一母集団において，1987～88

年の心疾患死亡例について実施された同様の調査成績との比較により，最近5年間の虚血性心疾患死亡

の動向について検討を行った。他の剖検を用いた研究結果を引用し，急性死の50％に虚血性心疾患死亡

が含まれていると仮定し，再分類された虚血性心疾患に，急性死の50％を加えたものを真の虚血性心疾

患とみなした。その結果，虚血性心疾患の人口10万人あたり年齢調整死亡率はこの5年間に男性が37.8

から38.3へとほぼ横ばいで推移しているのに対して，女性は11.2から17.3へと増加していた。また，

1992～93年のこの年齢調整死亡率は，死亡統計が示す値よりも，男性で31％，女性で38％増しであっ

た。

結論　本研究において，虚血性心疾患の年齢調整死亡率は男女とも死亡統計より30％程高くみられた。また

その動向は，男性で横ばい，女性で増加の傾向がうかがわれた。虚血性心疾患の年齢調整死亡率は減少

しているとは言いがたく，今後とも虚血性心疾患死亡の動向にはより注意を払っていく必要があると思

われた。
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